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着
果
管
理
対
策

　
樹
冠
上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
で
取
り
残
し
た
果
実
が
あ
る

と
、
隔
年
結
果
防
止
効
果
が
下
が
り
ま
す
。
手
直
し
摘
果
を
行

い
、か
つ
小
玉
や
ス
ソ
成
り
果
、外
観
不
良
果
を
摘
果
し
ま
し
ょ

う
。
着
果
の
少
な
い
樹
は
、
9
月
に
ま
と
め
て
外
観
不
良
果
等

を
摘
果
し
ま
す
。

①
マ
ル
チ
被
覆

　
マ
ル
チ
被
覆
は
、
糖
度
上
昇
や
着
色
促
進
、

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
忌
避
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

②
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　

二
回
目
は
、
満
開
後
90
日
（
早
生
80
日
）

を
目
安
に
３
０
０
０
倍
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
樹
勢
の
低
下
し
て
い
る
樹
に
は
散

布
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
か
ん
水

　
夏
季
の
雨
量
が
少
な
い
と
減
酸
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
朝
方
に
な
っ
て
も
葉
が
巻

い
て
い
る
時
は
、
3
～
5
ｔ
／
10
ａ
を
目
安

に
夕
方
に
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
の
防
除
は
前
回
の
散
布
か
ら
１
カ

月
経
過
も
し
く
は
累
積
降
雨
量
が
２
５
０
ｍｍ

に
達
し
た
時
が
目
安
で
す
。
害
虫
の
発
生
状

況
に
応
じ
て
殺
虫
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
黒
点
病

　
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤　
６
０
０
倍
（
60
日

－

2
回
）

※
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
固
着
性
展
着
剤
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
１
０
０
０
倍
を
加
用
す
る
と
黒
点
病
の
防
除
効
果

持
続
期
間
が
安
定
し
ま
す
。

〇
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

　
ア
グ
リ
メ
ッ
ク　
２
０
０
０
倍
（
７
日

－

３
回
）

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル２０

０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

〇
果
皮
強
化

　
バ
イ
カ
ル
テ
ィ　
１
０
０
０
倍

品
質
向
上
対
策

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方
浩
志
郎

浩
志
郎

方　法 被覆時期 目　的 条　件

全面マルチ ８月上旬～
８月中旬

着色促進
糖度向上

耕土が深く根群
分布が広い園地

部分マルチ ８月下旬～
９月上旬 着色促進 耕土が浅く

乾燥しやすい園地


